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論文審査の結果の要旨 
 







第 2 章「Ni フリーステンレス鋼の耐食性における Cr 含有量の効果」は、ステンレス鋼が








第 3 章「Ni フリーSUS445 ステンレス鋼の耐食性に及ぼす窒素熱処理の影響」は、SUS445
ステンレス鋼に異なる熱処理を施し、その構造変化と耐食挙動を調べている。X 線回折か
ら、窒素熱処理で BCC 構造から FCC 構造へ変化を生ずるとともに、γN相の形成ならびに Al
N, CrN, Cr2N の生成が観測されている。また、GD-OES 測定より、SUS445 表面組成が、Fe, 
Cr 量の低減と C, N, O, Al の増加を生ずることが分かる。さらに、断面 SEM-EDX より、構
造とモルフォロジーの変化を見出した。電気化学測定による腐食電流密度の評価から、窒
素熱処理した SUS445 ステンレス鋼は、未処理材に比べて腐食速度が 1/20～1/100 程度に低
減されることが見いだされた。この時の腐食試験結果は、未処理材で観察される粒界腐食
ならびにピッティング現象が認められずに、安定であることが確認された。 
第 4 章「固体高分子形燃料電池セパレータのための窒素熱処理 Ni フリーステンレス鋼の
耐食特性」では、窒素熱処理ステンレス鋼の高耐食メカニズムを調べた上で、固体高分子
形燃料電池にセパレータとして組み込んで発電試験を行った。窒素熱処理ステンレス鋼の
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